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第
56
号

　

近
畿
鴻
峰
会
（
馬
場
久
枝
会

長
）
は
７
月
７
日
（
日
）
11
時

か
ら
、
大
阪
市
北
区
堂
島
浜
の

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
大
阪
で
「
第
64
回
近
畿
鴻
峰

会
総
会
・
懇
親
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

昨
年
は
、
山
口
高
等
学
校
同

窓
会
副
会
長
の
末
永
汎
本
氏
（
64

期
）、
山
口
高
等
学
校
校
長
の

栗
原
正
和
氏
、
山
口
市
産
業
経

済
部
次
長
の
原
田
憲
一
氏
（
89

期
）、
関
西
山
口
県
同
郷
会
会

長
代
行
の
重
村
清
氏
、
山
口
高

等
学
校
同
窓
会
総
会
準
備
委
員

第
65
回
近
畿
鴻
峰
会
総
会
・
懇
親
会

７
月
7
日
（
日
）

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪
で

多
数
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す

長
の
宮
川
和
也
氏
（
92
期
）
な

ど
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、

末
永
汎
本
氏
（
64
期
）
に
よ
る

「
最
近
の
山
口
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
な
ど
盛
大
な
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
大
勢
の
来

賓
に
ご
臨
席
賜
り
、
盛
大
な
催

し
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
山
口
慧
氏
［
ソ
プ

ラ
ノ
］（
１
１
０
期
）
と
山
本

欽
也
氏
［
テ
ノ
ー
ル
］
に
よ
る

「
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
歌
曲
か
ら
」

を
予
定
し
て
お
り
、
素
晴
ら
し

い
歌
声
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
桜
の
開

花
の
情
報
が
毎
日
の
よ
う
に
ニ

ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
々
歳
々
、
桜
の
開
花
が
早

く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

桜
の
開
花
は
春
本
番
で
う
き
う

き
と
し
た
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
ま
す
が
、
丁
度
こ
の
季
節
は

花
粉
症
の
時
期
と
重
な
り
ま
す

の
で
、
花
粉
症
の
季
節
は
早
く

去
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
矛
盾

し
た
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。
皆
様
は
花
粉

症
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
ニ
ュ
ー

ス
報
道
で
は
、
何
か
と
行
事
に

つ
い
て
報
道
す
る
た
び
に
「
平

成
最
後
の
…
」
と
い
う
文
言
が

常
套
句
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
新
し
い
元
号
は

４
月
１
日
に
令
和
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
う
え
新
元
号
に

改
定
の
行
事
に
伴
い
４
月
27
日

か
ら
５
月
６
日
に
か
け
て
は
、

な
ん
と
10
連
休
と
い
う
前
代
未

聞
の
祝
日
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
中
に
は
こ
の
10
連

休
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
と
計

画
を
さ
れ
て
い
る
方
も
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
、
こ
の
会
報
が
皆
様
に

届
く
頃
に
は
す
で
に
10
連
休
は

終
わ
っ
て
お
り
、
元
号
は
改
定

さ
れ
、「
平
成
最
後
の
…
」
は

終
わ
り
を
告
げ
て
、
次
な
る
言

葉
と
し
て
、「
令
和
最
初
の
…
」

と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に
飛
び
交

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
さ
し
く
今
年
７
月

７
日
の
近
畿
鴻
峰
会
総
会
は
、

こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
の
築
い
て

こ
ら
れ
た
足
跡
を
基
に
新
し
い

元
号
に
な
っ
た
「
令
和
最
初
の

総
会
」
と
い
う
こ
と
で
、
記
念

す
べ
き
総
会
と
な
り
ま
す
。

　

近
畿
鴻
峰
会
総
会
は
今
年
で

第
65
回
総
会
と
な
り
ま
す
。

　

省
み
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
た
64
回
の
総
会
の
う
ち
、

30
回
は
平
成
の
時
代
、
34
回
は

昭
和
の
時
代
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
、
平
成
、
昭
和
の
時
代
と

も
大
体
同
じ
年
数
を
開
催
し
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

歴
史
を
踏
ま
え
て
、
近
畿
鴻
峰

会
が
新
元
号
の
時
代
に
な
っ
て

も
30
回
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
に

発
展
し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
祈
念
し
、
今
年
の
「
令
和
最

初
の
総
会
」
を
ぜ
ひ
と
も
盛
大

に
楽
し
く
開
催
し
た
い
、
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
、
是
非
今
年
の
近
畿
鴻

峰
会
総
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
元
号
の
時
代
に
な
っ
て
も

発
展
し
て
継
続
を
祈
念
す
る

近
畿
鴻
峰
会 

会
長　

馬
場
　
久
枝
（
74
期
）

第
65
回
近
畿
鴻
峰
会
総
会

懇
親
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
日
時
》

令
和
元
年
７
月
７
日
（
日
）
11
～
14
時

《
会
場
》

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪
３
階
万
葉
西
の
間

（
大
阪
市
北
区
堂
島
浜
１
ー
３
ー
１
）

電
話
：
０
６
（
６
３
４
７
）
１
１
１
２

総
会
終
了
後
、「
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
歌
曲
か
ら
」
金
子
み

す
ゞ
詩
・
中
田
喜
直
作
曲　
『
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
』
よ
り
、
源

田
俊
一
郎
編
曲 

唱
歌
メ
ド
レ
ー
『
ふ
る
さ
と
の
四
季
』
よ
り
、

イ
タ
リ
ア
の
歌
曲
「O sole m

io

」「Tim
e to say goodbye

」

な
ど
を
予
定
。

《
出
演
者
》

〈
山
口
慧
氏
［
ソ
プ
ラ
ノ
］
の
略
歴
〉

▽
山
口
高
校
１
１
０
期
卒
▽
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
人
間
行

動
・
表
現
学
科
音
楽
表
現
論
コ
ー
ス
卒
業
▽
同
大
学
大
学
院

博
士
課
程
前
期
課
程
修
了
▽
関
西
二
期
会
オ
ペ
ラ
研
修
所
に

て
研
鑽
を
積
み
、
修
了
公
演
『
ポ
ッ
ペ
ア
の
戴
冠
』
で
は
タ

イ
ト
ル
ロ
ー
ル
を
務
め
る
▽
そ
の
他
『
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪

師
』
ロ
ジ
ー
ナ
、『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
ス
ザ
ン
ナ
、『
カ
ル

メ
ン
』
ミ
カ
エ
ラ
な
ど
多
数
出
演
。
関
西
二
期
会
準
会
員
▽

本
年
10
月
27
日
（
日
）
関
西
二
期
会
オ
ペ
ラ
本
公
演
『
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
』
バ
ル
バ
リ
ー
ナ
役
に
て
出
演
予
定
（
兵
庫
県

立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

〈
山
本
欽
也
氏
［
テ
ノ
ー
ル
］
の
略
歴
〉

▽
京
都
府
出
身
▽
大
阪
音
楽
大
学
音
楽
学
部
声
楽
科
卒
業
▽

同
大
学
院
音
楽
研
究
科
声
楽
専
攻
オ
ペ
ラ
研
究
室
修
了
▽

全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
入
賞
▽
岐
阜
国

際
音
楽
祭
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
入
選
▽
朝
日
財
団
推
薦
演
奏

会
出
演
▽
２
０
０
９
年
イ
タ
リ
ア
各
都
市
で
リ
サ
イ
タ
ル

出
演
▽
２
０
１
１
年
日
独
交
流
１
５
０
周
年
記
念
演
奏
会
、

２
０
１
４
年
門
真
市
制
50
周
年
記
念
演
奏
会
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
「
第
九
」
テ
ノ
ー
ル
ソ
リ
ス
ト
に
出
演
▽
２
０
０
７
年
文

化
庁
芸
術
家
派
遣
事
業
選
出
▽
文
化
庁
新
人
育
成
事
業
オ
ペ

ラ
公
演
出
演
▽
２
０
１
７
年
迄
プ
ロ
合
唱
団
神
戸
市
混
声
合

唱
団
に
在
籍
▽
関
西
二
期
会
正
会
員
▽
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
合
唱
団
登
録
正
団
員
▽
オ
ペ
ラ
出
演
多
数

▽
懇
親
会
（
会
費
６
千
円
）

▽
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

▽
JR
大
阪
駅
及
び
各
線
梅
田
駅
か
ら
徒
歩
10
～
15
分
、
JR
東

西
線
北
新
地
駅
11
ー
21
番
出
口
よ
り
徒
歩
約
５
分
、

▽
地
下
鉄
御
堂
筋
線
・
京
阪
本
線
淀
屋
橋
駅
７
番
出
口
よ
り

徒
歩
約
７
分
、

▽
京
阪
中
之
島
線
大
江
橋
駅
２
番
出
口
よ
り
徒
歩
約
３
分
、

▽
地
下
鉄
四
つ
橋
線
西
梅
田
駅
Ｃ
ー
92
出
口
、
肥
後
橋
駅
１
ー

Ａ
出
口
よ
り
徒
歩
約
７
分
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
→
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
大
阪
→
ハ
ー
ビ
ス
大
阪
→
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
）

万
歳

 

総
会
・
懇
親
会

 

開
催
概
要
・
会
費
な
ど

◇
日
時
・
場
所
：
下
記
案
内
の

通
り
。
但
し
、
９
時
30
分
よ
り

幹
事
会
を
開
催
し
ま
す
。役
員
、

幹
事
、
期
幹
事
は
集
合
願
い
ま

す
。

◇
総
会
11
時
～
11
時
40
分

◇
懇
親
会
＝
11
時
40
分
～
14
時

（
会
費
６
千
円
）

◇
支
払
方
法
＝
①
同
窓
会
活
動

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
維

持
会
費
３
千
円
を
お
振
り
こ
み

下
さ
い
。
②
総
会
・
懇
親
会
に

出
席
さ
れ
る
方
は
懇
親
会
費
と

維
持
会
費
３
千
円
（
一
般
会
員

は
合
計
９
千
円
）
を
案
内
状
に

同
封
の
振
込
用
紙
で
事
前
に
お

振
り
込
み
下
さ
い
。
③
上
記
以

外
の
カ
ン
パ
も
歓
迎
致
し
ま
す
。

近畿鴻峰会・会報委員会
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10
月
23
日
（
火
）

　

午
後
か
ら
前
期
生
徒
総
会
が

開
か
れ
た
。
事
前
に
ク
ラ
ス
で

討
議
さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
た
。
登
下
校
の
安

全
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

10
月
30
日
（
火
）

　

午
後
か
ら
後
期
生
徒
会
役
員

な
ら
び
に
監
査
委
員
選
挙
の
立

会
演
説
会
が
開
か
れ
、
そ
の
後

選
挙
が
開
か
れ
た
。
今
回
も
信

任
投
票
と
な
っ
た
が
、
候
補
者

は
そ
れ
ぞ
れ
山
口
高
校
に
対
す

る
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。
即
日

開
票
の
結
果
、
全
員
が
信
任
さ

れ
た
。

11
月
６
日
（
火
）

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
維
新
百
年

記
念
公
園
補
助
競
技
場
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て
公
園
内

周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

各
学
年
と
も
全
力
で
駆
け
抜
け
、

笑
顔
で
ゴ
ー
ル
し
て
い
た
。

11
月
９
日
（
金
）

　

平
成
30
年
度
文
化
講
演
会
が

本
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士

の
油
井
亀
美
也
氏
で
「
宇
宙
か

ら
見
た
地
球
」
と
い
う
演
題
で

講
演
さ
れ
た
。分
か
り
や
す
く
、

時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講

演
し
て
く
だ
さ
り
、
生
徒
や
保

護
者
か
ら
大
変
好
評
で
あ
り
、

有
意
義
な
文
化
講
演
会
と
な
っ

た
。

11
月
15
日
（
木
）

　

こ
の
日
の
午
後
は
、
山
口
高

校
の
健
康
づ
く
り
の
行
事
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
し
た
「
山
高

健
康
の
日
」
が
開
催
さ
れ
た
。

保
健
委
員
が
中
心
と
な
り
、
地

域
の
医
療
機
関
な
ど
か
ら
多
彩

な
講
師
を
お
招
き
し
て
、
全
部

で
14
の
講
座
が
開
か
れ
た
。
生

徒
た
ち
は
興
味
を
持
っ
た
講
座

を
選
択
し
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

12
月
11
日
（
火
）
～
14
日
（
金
）

　

２
年
生
が
３
泊
４
日
で
東
京

の
修
学
旅
行
に
行
っ
た
。
天
気

が
心
配
さ
れ
た
が
、
鎌
倉
、
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
の
と
き
も
小
康
状

態
で
、
最
終
日
は
快
晴
に
恵
ま

れ
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
は
富

士
山
が
見
え
る
な
ど
、
充
実
し

た
４
日
間
と
な
っ
た
。

12
月
21
日
（
金
）

　

こ
の
日
は
冬
休
み
前
の
全
体

集
会
が
開
か
れ
、
各
部
活
動
の

賞
状
披
露
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、中
国
大
会
出
場
の
書
道
部
、

放
送
部
の
壮
行
式
が
行
わ
れ
た
。

１
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）

　

い
よ
い
よ
３
年
生
は
受
験
本

番
。
セ
ン
タ
ー
試
験
が
実
施
さ

れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
山
口
大

学
、
山
口
県
立
大
学
の
正
門
に

は
早
朝
か
ら
本
校
の
校
長
、
副

校
長
、
教
頭
を
は
じ
め
３
年
担

任
団
が
駆
け
つ
け
、
熱
球
の
幟

（
の
ぼ
り
）
を
立
て
て
会
場
入

り
す
る
３
年
生
を
激
励
し
た
。

２
月
１
日
（
金
）

　

こ
の
日
の
午
後
は
、
サ
イ
エ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
理
数
科
２
年

生
に
よ
る
課
題
研
究
発
表
会
が

行
わ
れ
た
。
１
年
か
け
て
一
つ

の
テ
ー
マ
を
探
求
し
て
き
た
成

果
が
披
露
さ
れ
た
。
他
教
科
の

教
員
、
保
護
者
、
１
年
理
数
科

も
参
加
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
様
々
な
困
難
を
乗
り

越
え
協
力
し
て
研
究
し
た
発
表

は
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

２
月
７
日
（
木
）

　

こ
の
日
は
理
数
科
の
推
薦
入

試
が
実
施
さ
れ
た
。
明
日
の
山

高
生
を
目
指
す
中
学
生
た
ち
が

面
接
な
ど
の
試
験
に
挑
ん
だ
。

２
月
28
日
（
木
）

　

卒
業
式
前
日
の
こ
の
日
、
本

校
全
日
制
お
よ
び
徳
佐
分
校
の

３
年
生
が
出
席
し
て
、
同
窓
会

入
会
式
が
行
わ
れ
た
。
式
で
は

二
井
関
成
同
窓
会
会
長
が
式
辞

を
述
べ
た
。
続
い
て
、
卒
業
記

念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
代
表
者

に
文
鎮
が
手
渡
さ
れ
た
。
最
後

に
岩
尾
事
務
局
長
か
ら
入
会
に

際
し
て
の
説
明
や
同
窓
会
総
会

の
案
内
が
あ
り
入
会
式
を
閉
じ

た
。
同
窓
会
入
会
式
後
に
は
賞

状
授
与
式
が
行
わ
れ
、
全
国
大

会
で
活
躍
し
た
管
弦
楽
部
と
理

数
科
の
生
徒
に
栄
光
の
メ
ダ
ル

が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
21
名
の

生
徒
に
山
口
県
高
等
学
校
体
育

連
盟
功
労
賞
並
び
に
山
口
県
高

等
学
校
文
化
連
盟
功
労
賞
な
ど

が
贈
ら
れ
た
。
皆
勤
賞
の
表
彰

も
行
わ
れ
51
名
が
受
賞
し
た
。

３
月
１
日
（
金
）

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
の
残
る
中
、

平
成
30
年
度
卒
業
証
書
授
与
式

が
滞
り
な
く
挙
行
さ
れ
た
。
本

校
全
日
制
普
通
科
69
回
、
理
数

科
48
回
、定
時
制
普
通
科
69
回
、

通
信
制
普
通
科
63
回
、
同
衛
生

看
護
科
46
回
、
徳
佐
分
校
全
日

制
普
通
科
９
回
の
回
数
を
重
ね

こ
と
と
な
っ
た
。
厳
粛
な
雰
囲

気
の
中
、
卒
業
生
、
在
校
生
と

も
に
山
高
生
ら
し
い
さ
わ
や
か

な
態
度
で
臨
み
、
素
晴
ら
し
い

式
と
な
っ
た
。
式
後
は
各
ク
ラ

ス
の
戻
り
最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
が
行
わ
れ
、
一
人
一
人
に
改

め
て
卒
業
証
書
が
渡
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
新
天
地
に
お
い
て
山

高
同
窓
生
の
ひ
と
り
と
し
て
一

層
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

３
月
10
日
（
日
）

　

第
１
回
探
求
学
習
成
果
発
表

会
が
開
催
さ
れ
た
。
２
月
の
校

内
課
題
研
究
発
表
会
を
勝
ち
抜

い
た
５
グ
ル
ー
プ
（
ス
テ
ー
ジ

発
表
２
グ
ル
ー
プ
、
ポ
ス
タ
ー

発
表
３
グ
ル
ー
プ
）、
１
年
生
の

環
境
学
習
の
１
グ
ル
ー
プ
が
発

表
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
を
し
た
「『
ヤ
ブ
ガ
ラ

シ
枯
ら
し
』
の
開
発
と
そ
の
利

用
の
可
能
性
」
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。

３
月
18
日
（
月
）、
19
日
（
火
）

　

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
２
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
サ
ッ
カ

ー
、
バ
レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
と
各
競
技
に
わ
か
れ

て
、
今
年
度
最
後
の
行
事
に
臨

ん
だ
。

 

３
月
24
日
（
日
）

　

３
月
恒
例
の
行
事
と
な
っ
た

「
萩
往
還
を
歩
く
会
」
が
萩
高

校
と
の
共
催
で
今
年
も
開
催
さ

れ
た
。
近
畿
鴻
峰
会
か
ら
も
先

輩
方
が
参
加
し
て
健
脚
を
披
露

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ほ

と
ん
ど
の
参
加
者
が
萩
市
・
梅

林
公
園
か
ら
山
口
市
・
県
庁
ま

で
の
道
の
り
を
完
歩
し
た
。
ま

た
、
生
徒
会
が
企
画
し
た
萩
高

校
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

あ
り
、
両
校
の
生
徒
は
親
睦
を

深
め
て
い
た
。

３
月
24
日
（
日
）

　

山
口
高
校
管
弦
楽
部
・
合
唱

部
合
同
の
定
期
演
奏
会
が
こ
の

日
山
口
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
管
弦
楽
部
は
第

45
回
、
合
唱
部
は
第
８
回
と
回

を
重
ね
、
年
々
規
模
も
拡
大
さ

れ
盛
大
な
演
奏
会
と
な
っ
て
い

る
。
13
時
30
分
か
ら
マ
チ
ネ
コ

ン
サ
ー
ト
、
17
時
30
分
か
ら
ソ

ワ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

今
年
度
も
管
弦
楽
部
が
全
国
大

会
で
金
賞
を
受
賞
し
、
卒
業
し

た
ば
か
り
の
Ｏ
Ｂ
も
参
加
し
素

晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
て
く

れ
た
。
ソ
ワ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
生
徒
自
ら
が
脚
本
、
演
出

を
つ
と
め
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
リ

ト
ル
・
マ
ー
メ
イ
ド
」
を
上
演

し
た
。
高
校
生
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
レ
ベ
ル
を
超
え
る
素
晴
ら
し

い
演
奏
会
と
な
り
、
立
ち
見
が

出
る
ほ
ど
の
満
員
と
な
っ
た
会

場
は
、
感
動
に
つ
つ
ま
れ
た
。

【
山
口
高
校
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w

w
.yam

aguchi-h.
ysn21.jp/　

管
理
は
山
口
高
校

情
報
企
画
室
。

【
山
高
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w

w
.yam

ako.gr.jp/

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
維
持
管
理
は
山

口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム（
代

表
取
締
役
：
岡
山
秀
行
）
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
８
３
（
９
４
１
）
２

０
８
８
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
問
い
合
わ
せ

は
、
同
窓
会
事
務
局
へ
。

　

10　

月

　

11　

月

　

12　

月

　

１　

月

　

２　

月

　

３　

月

〒 530-0001 大阪市北区梅田 2-4-13 阪神桜橋ビル 2 階 山口県大阪事務所内
　TEL.06（6131）7260　FAX.06（6341）0769

関西山口県同郷会　www.dokyokai.com

近畿鴻峰会のみなさんへ
　関西山口県同郷会は、今年130年を迎える歴史
ある会です。会員は500名を超え、旅行やゴルフ、
釣り、トレッキングなどのサークル活動や高校野球
や駅伝など故郷の選手の応援などで楽しく活動して
います。近畿鴻峰会のみなさんも是非、ご参加下さ
い。お待ちしております。

高校野球応援

昨年の総会の様子
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新
線
と
山
口
土
産
　

67
期   

植
松   

浩

カ
プ
セ
ル
『
萩
反
射
炉
』
ミ
ニ
チ
ュ
ア

　

３
月
16
日
お
お
さ
か
東
線
、

新
大
阪
ー
放
出
間
が
開
通
し
ま

し
た
。
片
町
線
放
出
の
ホ
ー
ム

で
降
り
る
と
向
い
に
新
大
阪
行

の
電
車
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

乗
り
換
え
た
途
端
発
車
し
ま
し

た
。
以
前
オ
レ
ン
ジ
色
の
環
状

線
車
両
が
緑
に
な
っ
て
６
両
の

編
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
片
町

線
と
並
行
し
て
走
っ
て
鴫
野
、

寝
屋
川
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
別

れ
Ｊ
Ｒ
野
江
、城
北
公
園
通
り
、

大
き
な
川
淀
川
を
こ
え
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
淡
路
、
南
吹
田
、
新
大
阪

へ
と
到
着
で
す
。
新
大
阪
ま
で

に
東
淀
川
駅
が
あ
り
ま
す
が
素

通
り
で
す
。
止
ま
り
ま
せ
ん
。

放
出
か
ら
こ
こ
ま
で
す
べ
て
高

架
、
約
15
分
。
近
い
で
す
ね
。

新
大
阪
駅
に
上
が
る
と
大
変
な

人
人
で
す
。
大
き
な
ト
ラ
ン
ク

を
引
い
て
う
ろ
う
ろ
（
大
変
迷

惑
で
す
）
歩
く
の
も
大
変
。
沢

山
の
店
の
中
に
山
口
土
産
の
幟

を
見
つ
け
ま
し
た
。
山
口
県
広

島
県
土
産
屋
で
す
。
目
に
つ
く

の
が「
獺
祭
」そ
の
下
に
転
が
っ

て
い
る
の
が
青
い
ボ
ー
ル
（
カ

プ
セ
ル
）
店
の
人
に
聞
く
と
山

口
ゆ
か
り
の
？
が
入
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
８
種
類
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
で
開
け
て
み
な
け
れ
ば
わ

か
り
ま
せ
ん
。
思
い
切
っ
て
１

個
買
い
ま
し
た
。

　

購
入
後
新
大
阪
を
後
に
し
て

大
阪
経
由
で
帰
宅
。

　

直
径
73
㎜
の
カ
プ
セ
ル
に
は

何
が
入
っ
て
い
る
か
。
開
け
ま

し
た
。「
萩
反
射
炉
」
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
で
す
。
高
さ
45
㎜
の
反

射
炉
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
１

８
５
６
年
に
萩
藩
が
建
設
し
た

金
属
溶
解
炉
で
す
。
実
物
の
高

さ
は
10
・
５
ｍ
で
上
部
は
２
つ

に
分
か
れ
各
々
が
５
ｍ
の
煙
突

に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５

年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
ん
な
に
小
さ
い
も
の
が
大

変
に
精
巧
に
で
き
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
時
の
グ
リ
コ
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
グ
リ
コ
の
お
ま

け
（
お
も
ち
ゃ
）
を
集
め
て
仲

間
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
あ
と

７
種
類
の
山
口
土
産
を
集
め
昔

の
小
学
生
に
戻
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
所
２
年
毎
に
場
所
を
変

え
て
お
り
、
今
年
は
昨
年
と
同

じ
有
馬
温
泉
の「
か
ん
ぽ
の
宿
」

で
開
催
。
奥
方
た
ち
を
入
れ
て

12
名
の
参
加
と
な
っ
た
。
体
調

を
壊
し
て
い
た
上
重
君
が
、
奥

方
と
共
に
元
気
そ
う
な
姿
を
見

せ
て
く
れ
た
の
が
何
よ
り
で
あ

っ
た
。
こ
の
会
は
毎
回
有
志
に

よ
る
山
登
り
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
の
が
特
徴
に
な
っ
て
き
た
。

今
回
も
男
女
５
人
が
、
お
多
福

山
バ
ス
停
か
ら
六
甲
山
頂
を
経

て
有
馬
温
泉
に
至
る
、
５
時
間

超
を
踏
破
し
て
現
地
で
直
行
組

と
合
流
し
た
。温
泉
に
浸
か
り
、

夕
食
の
後
は
い
つ
も
通
り
一
部

屋
に
集
合
し
て
、
わ
い
わ
い
と

各
自
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
い

た
。

同
期
会  

有
馬
温
泉
　

72
期   

中
村   

英
夫

　

３
月
19
～
24
日
に
大
阪
市
立

美
術
館
会
で
開
催
さ
れ
た
同
展

に
今
年
も
一
陽
会
会
友
の
田
坂

氏
の
大
作
２
点
が
出
品
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
は
火
災
で
消
失
し
た

我
々
の
原
風
景
で
あ
る
、
旧
ザ

ビ
エ
ル
教
会
を
描
い
た
作
品
で

あ
っ
た
が
、
今
年
は
夫
君
と
一

緒
に
旅
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
教

会
の
在
る
風
景
を
描
い
た
２
点

で
あ
る
。
教
会
の
白
い
塔
を
取

り
囲
む
屋
根
瓦
の
茶
色
と
し
っ

く
い
壁
の
白
に
、
木
々
の
緑
や

遠
景
に
配
置
さ
れ
た
城
壁
の
黄

色
が
加
え
ら
れ
て
、
メ
ル
ヘ
ン

の
世
界
に
誘
わ
れ
る
よ
う
な
秀

作
で
あ
る
。
穏
や
か
な
心
安
ら

ぐ
画
風
は
作
者
の
性
格
か
ら
来

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
陽
展
に
出
品
さ
れ
て
い
る

作
品
は
、
風
景
、
人
物
と
い
っ

た
具
象
画
が
多
く
筆
者
の
よ
う

な
ど
素
人
に
も
分
り
や
す
く
楽

し
め
る
の
で
、
近
畿
鴻
峰
会
会

員
の
皆
様
に
は
次
回
以
降
ぜ
ひ

会
場
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

72
期
中
村
英
夫　

記

85
期
田
坂
奈
美
子
氏

「
第
57
回
関
西
一
陽
展
」
に
出
展

関西一陽展にて

　

昨
年
11
月
10
日
に
、
恒
例
の

山
口
高
校
第
76
期
同
窓
会
が
大

阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
総
勢

14
名
の
参
加
が
あ
り
、
こ
の
う

ち
女
性
は
２
名
で
、
前
回
の
15

名
か
ら
１
名
の
減
で
し
た
。
前

回
出
席
し
た
人
で
も
、
山
口
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
人
、
法
事
へ
の

出
席
や
親
の
介
護
の
た
め
に
帰

郷
し
参
加
で
き
な
い
人
も
お
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
今
年
は
、

同
窓
会
開
催
　
　 

76
期   

伊
藤   

智
博

世
良
さ
ん
が
は
る
ば
る
山
口
か

ら
参
加
し
て
く
れ
る
な
ど
、
久

し
ぶ
り
に
参
加
し
て
く
れ
た
人

も
あ
り
、
ほ
ぼ
同
数
を
保
ち
ま

し
た
。

　

今
回
の
場
所
は
、
勝
田
さ
ん

の
お
世
話
で
北
新
地
の
「
つ
る

と
ん
た
ん
」
と
な
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
を
提
供
し
て

く
れ
る
店
で
量
的
に
も
ち
ょ
う

ど
良
く
、
参
加
者
の
年
齢
に
ピ

ッ
タ
リ
の
店
で
し
た
。
年
々
退

職
組
が
増
え
て
現
役
続
投
組
を

凌
駕
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
飲

み
っ
ぷ
り
で
し
た
。
話
題
は
と

言
え
ば
、
や
は
り
健
康
、
老
後
、

親
の
介
護
、
孫
等
で
、
世
代
共

通
の
悩
み
に
つ
い
て
語
り
合
い
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

１
次
会
の
余
韻
冷
め
や
ら
ぬ

間
に
２
次
会
場
に
移
動
し
ま
し

　

か
ね
て
よ
り
同
期
の
田
原
さ

ん
よ
り
ご
案
内
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
、
西
宮
蔵
開
２
０

１
９
「
週
末
の
酒
蔵
開
放
」
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
札
幌

で
ビ
ー
ル
工
場
見
学
の
経
験
は

あ
る
の
で
す
が
、
日
本
酒
の
酒

蔵
見
学
は
初
め
て
で
、
あ
れ
こ

れ
想
像
し
て
お
米
か
ら
お
酒
が

で
き
る
過
程
を
こ
の
目
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
し
た
（
見
事
に
裏
切

ら
れ
ま
す
が
…
）。
こ
の
蔵
開

は
週
末
蔵
別
に
な
っ
て
お
り
、

２
／
２
寶
姫
、
２
／
16
白
鹿
、
２

／
23
日
本
盛
、
２
／
24
徳
若
、
３

／
２
大
関
、
３
／
３
白
鷹
と
西

宮
六
蔵
が
早
春
の
週
末
に
行
う

イ
ベ
ン
ト
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
い
た
だ
い
た
時
点
で
ど
こ
へ

行
こ
う
か
、
全
部
行
こ
う
か
と

白
鹿
蔵
開
き
異
聞    

81
期   

小
坂   

亮
二

わ
く
わ
く
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

結
局
、
会
社
の
後
輩
を
引
き

連
れ
て
い
っ
た
の
は
２
／
16
の

白
鹿
の
蔵
で
し
た
。

　

当
日
は
阪
神
西
宮
駅
で
田
原

さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
て
３
人
で

10
時
の
オ
ー
プ
ン
に
間
に
合
う

べ
く
15
分
前
に
は
蔵
を
訪
れ
た

の
で
す
が
、
す
で
に
２
０
０
人

ほ
ど
の
行
列
が
で
き
て
お
り
、

昨
今
の
日
本
酒
ブ
ー
ム
の
一
端

を
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
を
正
門
で
聞
き
ラ
イ
ブ
映

像
で
の
酒
造
り
見
学
や
屋
台
の

食
べ
物
や
限
定
酒
の
き
き
酒
、

甘
酒
、
ど
こ
に
行
こ
う
か
、
ど

う
や
っ
て
回
ろ
う
か
と
計
画
を

練
っ
て
い
た
の
で
す
が
。

　

世
の
中
は
聞
く
と
見
る
と
で

大
違
い
、
ま
ず
は
桜
の
花
見
の

よ
う
に
「
飲
む
場
所
」
取
り
が

一
番
で
す
。
よ
う
や
く
場
所
を

決
め
て
一
人
が
場
所
番
を
し
て

後
の
２
人
が
お
酒
や
つ
ま
み
を

仕
入
れ
に
行
く
と
い
う
ル
ー
テ

ィ
ン
が
で
き
ス
ム
ー
ス
に
お
酒

を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

紙
面
の
呑
み
レ
ポ
で
は
美
味
し

さ
は
伝
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
省
略
し
ま
す
が
、
こ
こ
で

し
か
飲
め
な
い
味
だ
っ
た
と
だ

け
レ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
き
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
一
番
行
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
う
の
が
、
お
酒
、

食
べ
物
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

予
定
と
違
っ
て
あ
ち
こ
ち
を
回

ら
ず
（
い
っ
た
ん
席
を
離
れ
る

と
飲
み
場
所
が
無
い
と
い
う
単

純
理
由
か
ら
）
定
点
呑
み
を
い

た
し
て
お
り
ま
し
た
。
８
人
ほ

ど
が
寄
れ
る
立
ち
飲
み
場
所
を

確
保
し
て
、
あ
ち
ら
の
ほ
う
か

ら
逆
に
次
か
ら
次
へ
と
来
ら
れ

る
人
々
と
仲
良
く
な
り
、
お
話

を
し
、
お
酒
や
つ
ま
み
を
交
換

し
、
知
ら
ぬ
同
士
が
仲
良
く
な

れ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
こ
か
ら

先
は
田
原
さ
ん
が
所
用
で
帰
ら

れ
た
後
の
話
な
の
で
彼
に
は
内

緒
な
の
で
す
が
。
出
会
い
の
最

後
は
妙
齢
の
ご
婦
人
２
人
と
仲

良
く
な
り
、
白
鹿
が
お
開
き
に

な
っ
た
後
も
、
白
鷹
の
シ
ョ
ッ

プ
に
も
行
き
、
４
人
で
時
を
忘

れ
て
痛
飲
し
ま
し
た
。

　

実
は
市
役
所
Ｏ
Ｂ
の
田
原
さ

ん
の
お
か
げ
で
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
の

お
土
産
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
上
に
こ
ん
な
楽
し
い
思
い

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

蔵
は
開
か
れ
、
美
酒
に
酔
い
、

見
知
ら
ぬ
人
と
は
つ
な
が
れ
る

と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

　

皆
様
、
ぜ
ひ
来
年
は
お
酒
と

人
に
会
い
に
西
宮
に
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

段
々
と
春
め
い
て
、
桜
満
開

の
便
り
も
聞
こ
え
て
く
る
今
日

こ
の
頃
で
す
が
、
皆
さ
ま
如
何

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

よ
う
な
中
、
73
期
の
近
畿
地
区

同
期
会
を
３
月
30
日
に
中
央
電

気
倶
楽
部
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

73
期
の
集
ま
り
で
は
、
い
つ

も
女
性
陣
の
参
加
が
な
く
て
残

念
な
こ
と
と
相
成
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
も
写
真
の
よ
う
に
男

性
６
人
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
も
参
加
し
て
く
れ
て

い
た
メ
ン
バ
ー
も
今
回
は
連
絡

が
と
れ
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と

も
そ
の
要
因
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
何
か
良

い
話
題
も
考
え
ね
ば
と
思
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

杞
憂
で
し
た
。
僕
ら
の
世
代
も

２
０
１
８
年
度
の
内
に
は
、
全

員
古
稀
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り

年
相
応
の
話
題
で
だ
い
ぶ
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
か

と
申
し
ま
す
と
、
郷
里
に
あ
り

ま
す
古
い
家
屋
や
先
祖
か
ら
受

け
継
い
だ
墳
墓
を
自
分
や
後
の

子
孫
へ
ど
の
よ
う
に
受
け
継
い

で
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
共
通
し
て
い
る
の
は
、

今
後
は
残
さ
れ
た
家
族
は
ほ
と

ん
ど
郷
里
の
山
口
と
か
に
関
心

同
期
会
　
　
　 

　
73
期   

赤
瀬   

公
洋
が
な
く
な
っ
た
り
、
若
い
人
は

墓
参
り
な
ど
を
す
る
よ
う
な
機

会
が
段
々
と
薄
れ
て
き
て
い
る

こ
と
で
す
。　

こ
の
こ
と
は
今
、

近
畿
鴻
峰
会
の
若
い
人
の
参
加

者
が
段
々
と
減
っ
て
い
る
こ
と

に
相
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
と

強
く
思
い
ま
す
。
一
番
の
要
因

は
何
と
い
っ
て
も
人
口
が
減
っ

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
そ
の
対
策
と
し
た
ら
、
何
が

良
い
か
は
な
か
な
か
難
し
く
、

特
効
薬
の
よ
う
な
も
の
は
存
在

し
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
兎
も
角
自
分
に
出
来
る
こ

と
を
積
み
上
げ
る
し
か
な
い
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

　

別
れ
際
に
今
後
は
こ
れ
で
最

後
に
し
ま
し
ょ
う
と
言
お
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
豈
図
ら

ん
や
、
今
年
の
秋
ま
で
に
は
ま

た
や
ろ
う
と
の
掛
け
声
も
出
て
、

そ
の
こ
と
で
は
期
待
に
反
し
て

嬉
し
い
限
り
の
結
末
で
し
た
。

た
。
場
所
は
、「
つ
る
と
ん
た

ん
」近
く
に
あ
る
恒
例
の「
カ
ー

サ
・
ラ
・
パ
ボ
ー
ニ
」
で
す
。

地
下
室
を
借
り
切
り
、ビ
ー
ル
・

ウ
ィ
ス
キ
ー
・
ワ
イ
ン
、
幹
事

の
岡
田
さ
ん
差
し
入
れ
の
日
本

酒
「
鬼
バ
バ
ア
」
を
飲
み
な
が

ら
、
再
び
健
康
談
義
や
カ
ラ
オ

ケ
で
時
間
を
忘
れ
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
盛
り
上
が
り
の

う
ち
に
散
会
と
な
り
、
ま
と
も

に
歩
け
な
い
く
ら
い
の
ふ
ら
つ

く
足
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
が
、

同
世
代
で
共
通
の
悩
み
を
持
つ

者
同
志
の
集
ま
り
は
ほ
ん
と
に

楽
し
い
も
の
だ
と
、
今
回
も
実

感
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
は
卒
業
後
50
周

年
に
な
り
ま
す
の
で
、
記
念
し

て
幹
事
役
と
し
て
乃
美
さ
ん
と

勝
田
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
更
に
盛
り
上
が
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
桑
名
（
42
宿
場
）

～
宮
～
鳴
海
～
池
鯉
鮒（
知
立
）

～
岡
崎
（
38
宿
場
）
の
約
60
㎞

（
累
計
約
１
７
８
㎞
、
船
28
㎞

を
含
む
）
を
、
３
回
に
分
け
て

歩
い
た
事
を
記
す
。
昔
は
桑
名

～
宮
は
七
里
の
渡
し
で
七
里
（
28

㎞
）
の
船
旅
で
あ
っ
た
、
現
在

船
旅
は
無
い
。

　

一
回
目
は
七
里
の
渡
し
～
宮

～
鳴
海
～
豊
明
駅
で
あ
る
。
宮

の
渡
し
公
園
に
は
七
里
の
渡
し

場
跡
に
常
夜
灯
と
時
の
鐘
が
あ

東
海
道
五
十
三
次
を
往
く
④

76
期
　
岡
田
　
満

る
。
暫
く
歩
く
と
左
に
熱
田
神

宮
が
あ
る
。
熱
田
神
宮
に
は
三

種
の
神
器
の
う
ち
草
薙
剣
は
熱

田
に
置
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
、

伊
勢
神
宮
に
次
い
で
権
威
あ
る

神
社
と
し
て
栄
え
た
。
戦
国
時

代
に
織
田
信
長
は
桶
狭
間
の
戦

い
の
前
に
戦
勝
を
祈
願
し
て
見

事
に
勝
利
を
収
め
た
。
宮
宿
は

熱
田
神
宮
の
門
前
町
と
し
て
発

展
し
た
。
佐
屋
街
道
の
分
岐
点

を
過
ぎ
山
崎
橋
、
天
白
橋
を
渡

り
鳴
海
宿
に
入
り
、
有
松
に
向

か
う
。
有
松
絞
り
、
鳴
海
絞
り

は
、
旅
人
が
故
郷
へ
の
お
土
産

に
絞
り
の
手
拭
、
浴
衣
な
ど 

を

買
い
求
め
、
こ
れ
が
街
道
一
の

名
産
品
と
な
っ
た
。
昔
の
繁
栄

と
、
日
本
建
築
の
美
し
さ
を
今

に
伝
え
る
町
並
み
が
あ
る
。

　

有
松
か
ら
東
海
道
を
右
に
折

れ
桶
狭
間
古
戦
場
公
園
（
田
楽

坪
）
へ
向
か
う
。
桶
狭
間
の
戦

い
の
中
心
地
で
田
楽
坪
と
も
言

わ
れ
今
川
義
元
最
期
の
地
で
あ

る
。
２
万
５
千
と
い
わ
れ
る
大

軍
を
率
い
て
尾
張
に
侵
攻
し
た

駿
河
の
戦
国
大
名
で
あ
る
今
川

義
元
に
対
し
、
尾
張
の
大
名
・

織
田
信
長
が
少
数
の
軍
勢
で
本

陣
を
強
襲
し
、
今
川
義
元
を
討

ち
取
っ
て
今
川
軍
を
退
却
さ
せ

た
。
日
本
三
大
奇
襲
に
数
え
ら

れ
る
、
日
本
の
歴
史
的
に
有
名

な
戦
い
で
あ
る
。
桶
狭
間
は
想

像
し
て
い
た
地
形
と
違
い
、
丘

陵
地
帯
の
谷
あ
い
の
地
形
で
あ

っ
た
。
東
海
道
へ
戻
り
阿
野
の

一
里
塚
跡
（
左
右
に
一
里
塚
が

あ
る
）
を
過
ぎ
豊
明
駅
に
た
ど

り
着
い
た
。

　

二
回
目
は
、
豊
明
駅
～
池
鯉

鮒
（
知
立
）
～
宇
頭
駅
で
あ
る
。

豊
明
駅
か
ら
境
川
を
渡
り
尾
張

に
入
る
。
吾
妻
橋
を
渡
り
池
鯉

鮒
宿
へ
入
る
。
池
鯉
鮒
宿
は
古

く
か
ら
馬
市
や
木
綿
市
が
開
か

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
知
立
神

社
、
馬
市
の
跡
の
碑
、
知
立
の

松
並
木
、
来
迎
寺
の
一
里
塚
を

過
ぎ
猿
渡
橋
を
渡
る
。
暫
く
す

る
と
左
右
に
松
並
木
が
宇
頭
駅

近
く
ま
で
続
く
。
残
念
な
が
ら

保
存
さ
れ
て
い
る
松
並
木
は
左

右
バ
ラ
バ
ラ
で
、
ま
た
、
飛
ん

で
お
り
残
念
で
あ
っ
た
。
旧
東

海
道
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
松

並
木
で
は
あ
っ
た
。
松
並
木
を

過
ぎ
る
と
宇
頭
駅
に
着
い
た
。

　

三
回
目
は
、
宇
頭
駅
～
岡
崎

宿
で
あ
る
。
宇
頭
駅
か
ら
矢
作

橋
へ
向
か
う
。
矢
作
橋
は
日
吉

丸
（
幼
い
頃
の
豊
臣
秀
吉
）
と

蜂
須
賀
小
六
が
出
会
っ
た
と
さ

れ
る
橋
で
あ
る
。
現
在
、
出
合

之
像
が
あ
る
が
、
作
り
話
の
よ

う
で
あ
る
。
橋
を
渡
り
右
手
側

に
八
帖
町
の
八
丁
味
噌
の
老
舗

が
並
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
東
側

へ
向
か
う
と
右
手
に
岡
崎
公
園

と
岡
崎
城
が
見
え
る
。
岡
崎
城

（
神
君
出
生
の
城
）
は
徳
川
家

康
が
今
川
義
元
の
戦
死
に
と
も

な
い
自
立
し
拠
点
に
し
た
城
で

あ
る
。
岡
崎
城
は
高
い
石
垣
、

長
く
・
高
い
堀
、
伊
賀
川
、
乙

川
に
囲
ま
れ
た
立
派
な
城
で
あ

る
。
本
陣
跡
、
二
十
七
曲
が
り

の
碑
、
大
平
の
一
里
塚
ま
で
進

み
今
回
を
終
え
た
。
次
回
か
ら

三
河
路
と
な
る
。

岡崎城 知立松並木



平成31年4月27日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　  （4）

 

一
木
会
講
演
会
だ
よ
り

一
木
会
幹
事  

南  

正
晴
（
72
期
）

　

今
回
は
、
ヨ

ッ
ト
が
初
恋
の

68
期
竹
田
隆
彦

さ
ん
と
、
山
岳

ト
ン
ネ
ル
掘
削

の
プ
ロ
76
期
岡

田
満
さ
ん
の
お

二
人
に
登
壇
頂

き
ま
し
た
。
本

一
木
会
は
、
年

に
３
～
４
回
、

第
一
木
曜
日
の

18
時
か
ら
開
催

し
て
い
ま
す
が
、

時
間
帯
の
変
更

や
、
土
日
開
催

な
ら
参
加
で
き

そ
う
…
等
の
ご

意
見
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

『
ク
ラ
ブ
活
動

〜
ヨ
ッ
ト
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
〜
』

68
期
竹
田
隆
彦

様
／
Ｈ
30
年
12

月
６
日
講
演　

　

69
期
～
81
期

の
会
員
18
名
が

大
阪
弁
護
士
会

館
会
議
室
に
参
集
し
、
12
月
第

一
木
曜
日
の
18
時
か
ら
、
講
師

の
竹
田
さ
ん
に
１
Hr
の
講
演
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

講
師
慰
労
を
兼
ね
た
ミ
ニ
忘
年

会
あ
り
。

　

大
学
入
学
の
時
に
、
ヨ
ッ
ト

部
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
顔
出
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
ヨ
ッ
ト
に

は
ま
り
、
４
年
間
西
宮
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
で
練
習
に
明
け
暮
れ
、

Ｓ
39
年
全
国
ヨ
ッ
ト
選
手
権
出

場
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
紹
介
や
、
飛
行
機
と
同
様

に
揚
力
を
利
用
し
て
ヨ
ッ
ト
が

走
る
原
理
や
、
セ
ン
タ
ー
ボ
ー

ド
の
役
割
と
操
作
方
法
の
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。

『
山
岳
ト
ン
ネ
ル
施
工
方
法
に

つ
い
て
』
76
期
岡
田
満
様
／
Ｈ

31
年
２
月
７
日
講
演

　

63
期
～
81
期
の
会
員
18
名
が

大
阪
弁
護
士
会
館
会
議
室
に
参

集
し
、
２
月
第
一
木
曜
日
の
18

時
か
ら
、
講
師
の
岡
田
さ
ん
に

１
Hr
の
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
講
師
慰
労
を
兼

ね
た
ミ
ニ
新
年
会
あ
り
。

　

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
１
９

７
４
年
入
社
時
に「
ト
ン
ネ
ル
」

に
出
会
い
、
26
年
間
、
10
本
、

総
延
長
９
・
１
㎞
の
ト
ン
ネ
ル

掘
削
に
従
事
、
特
に
、
山
地
部

に
位
置
す
る
硬
い
地
山
の
山
岳

ト
ン
ネ
ル
を
多
数
経
験
。
現
在

で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
ナ
ト
ム
）

工
法
（
掘
削
し
た
岩
盤
の
緩
み

が
小
さ
い
う
ち
に
、
早
期
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
吹
き
付
け
、
鋼

製
支
保
工
を
建
て
込
み
、
ロ
ッ

ク
ボ
ル
ト
を
打
設
し
て
、
地
盤

の
安
定
を
確
保
し
な
が
ら
ト
ン

ネ
ル
を
掘
進
す
る
工
法
で
あ
る
）

が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る

等
の
興
味
あ
る
話
が
聴
講
で
き

ま
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

幹
事
：
南
正
晴
（
72
期
）

電
話
：
０
７
８
（
７
４
７
）
０
２

９
４
、
メ
ー
ル
：m
.m

inam
i@

fork.ocn.ne.jp

竹田隆彦様

岡田満様

　

予
想
は
し
て
い
た
が
こ
れ
ほ

ど
と
は
。朝
９
時
対
馬
厳
原
港
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
兼
営
の
レ

ン
タ
カ
ー
屋
の
女
の
子
に
韓
国

人
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
旅
行
。

和
多
都
美
神
社
に
観
光
バ
ス
の

団
体
さ
ん
、
道
の
駅
の
蕎
麦
屋

の
お
客
さ
ん
の
半
分
以
上
（
ほ

ぼ
満
席
）
は
、
序
の
口
で
厳
原

か
ら
北
上
し
先
端
の
港
町
、
比

田
勝
ま
で
の
縦
貫
バ
ス
（
約
２

時
間
半
）
の
座
席
の
90
％
は
ハ

ン
グ
ル
を
し
ゃ
べ
る
。
レ
ノ
フ

ァ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
弟
曰
く
「
圧

倒
的
な
ア
ウ
ェ
ー
感
」。
１
日

５
本
程
度
の
こ
の
バ
ス
、
隣
国

か
ら
の
お
客
さ
ん
が
い
な
け
れ

８
月
対
馬
旅
行
　
　
96
期
　
藤
井
　
豊

ば
確
実
に
大
赤
字
だ
ろ
う
。

　

比
田
勝
の
宿
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
。
田
万
川
の
江
崎
港
程
度
の

ち
っ
ぽ
け
な
港
町
に
は
寿
司
屋

が
２
軒
と
居
酒
屋
が
３
軒
。
猛

烈
に
嫌
な
予
感
が
し
て
18
時
台

に
片
っ
端
か
ら
飛
び
込
む
が
全

て
予
約
で
一
杯
。
や
む
無
く
真

新
し
い
韓
国
料
理
の
店
（
！
）

で
ホ
ル
モ
ン
鍋
を
食
べ
る
。

　

翌
朝
比
田
勝
「
国
際
」
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
行
く
と
、
こ
ぢ
ん
ま

り
し
て
る
が
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
建

物
か
ら
ぞ
ろ
ぞ
ろ
吐
き
出
さ
れ

る
人
、
人
、
人
、
そ
し
て
ひ
っ

き
り
な
し
に
出
入
り
す
る
観
光

バ
ス
。
下
関
国
際
フ
ェ
リ
ー
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
１
／
10
以
下
だ
ろ

う
が
賑
わ
い
は
10
倍
だ
。
な
に

せ
１
日
10
往
復
も
釜
山
便
が
あ

る
の
だ
か
ら
。
港
の
真
正
面
に

は
韓
国
系
の
免
税
店
（
従
業
員

は
全
員
韓
国
人
）、
少
し
離
れ

て
地
元
ス
ー
パ
ー
が
営
む
免
税

店
。
ど
ち
ら
も
芋
の
子
洗
い
。

入
店
す
る
と
化
粧
品
か
ら
お
菓

　

ゴ
ル
フ
は
人
生
の
縮
図
。
そ

ん
な
格
言
を
引
き
合
い
に
出
し

た
い
よ
う
な
復
活
劇
が
誕
生
し

ま
し
た
。
64
期
の
Ｏ
Ｂ
、
飯
田

興
紀
さ
ん
。
体
調
不
良
で
療
養

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
ぶ

り
の
エ
ン
ト
リ
ー
で
見
事
優
勝

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。「
仲

間
と
ワ
イ
ワ
イ
や
り
な
が
ら
回

る
幸
せ
。
そ
れ
を
実
感
し
た
」。

第
12
回
近
畿
鴻
峰
会
会
長
杯
ゴ

ル
フ
会
は
10
月
26
日（
金
曜
日
）

大
阪
府
池
田
市
畑
３
の
「
池
田

 

第
12
回
近
畿
鴻
峰
会
会
長
杯
ゴ
ル
フ
会

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
」で
開
催
。

コ
ン
ペ
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

で
計
４
組
14
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
澄
み
切
っ
た
秋
空
が
心
地

よ
い
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
。
久

し
ぶ
り
に
ク
ラ
ブ
を
握
っ
た
飯

田
さ
ん
が
、五
月
平
（
ア
ウ
ト
）

コ
ー
ス
43
、綾
羽
（
イ
ン
）
コ
ー

ス
45
の
グ
ロ
ス
88
、
ネ
ッ
ト
72

・
８
と
い
う
好
ス
コ
ア
で
、
会

長
杯
コ
ン
ペ
に
優
勝
者
と
し
て

名
前
を
刻
み
ま
し
た
。

　

気
温
23
度
、
微
風
。
上
々
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
午
前

８
時
35
分
か
ら
順
次
ス
タ
ー
ト
。

フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
に
白
球
が
着
弾

す
る
と
元
気
な
歓
声
が
飛
び
交

い
、
グ
リ
ー
ン
上
で
は
パ
ッ
テ

ィ
ン
グ
の
妙
に
わ
き
か
え
り
ま

し
た
。
ト
リ
ッ
キ
ー
な
コ
ー
ス

設
定
が
影
響
し
た
の
か
14
人
中

「
１
０
０
切
り
」
は
半
分
の
７

人
。
し
か
し
80
台
も
３
人
出
ま

し
た
。
２
位
は
常
連
の
中
原
篤

美
さ
ん
（
70
期
）
で
ア
ウ
ト

41
、
イ
ン
42
の
グ
ロ
ス
83
と
い

う
ハ
イ
ス
コ
ア
。
ベ
ス
グ
ロ
で

優
勝
は
64
期
飯
田
興
紀
さ
ん

平
田  

聰
（
72
期
）

し
た
が
ネ
ッ
ト
は
73
・
７
。
ま

た
73
期
の
赤
瀬
公
洋
さ
ん
が
ア

ウ
ト
44
、
イ
ン
46
グ
ロ
ス
90
で

総
合
順
位
の
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

恒
例
の
表
彰
式
で
は
、
配
布

さ
れ
た
成
績
表
を
目
に
し
た
飯

田
さ
ん
か
ら
「
お
っ
お
っ
！
」

と
感
嘆
の
声
。
岩
佐
幹
事
が
優

勝
カ
ッ
プ
を
贈
呈
す
る
と
、
コ

ン
ペ
ル
ー
ム
は
勝
利
を
祝
す
拍

手
と
歓
声
が
わ
き
上
が
り
ま
し

た
。
今
回
か
ら
会
員
活
動
へ
の

補
助
金
の
削
減
が
決
ま
っ
た
た

め
、
各
自
で
持
ち
寄
っ
た
景
品

が
上
位
入
賞
者
を
は
じ
め
ニ
ア

ピ
ン
、
BB
賞
対
象
者
ら
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
者
ス
ピ
ー
チ
で
飯
田
さ

ん
は
「
１
年
ぶ
り
か
な
ぁ
、
あ

り
が
た
い
」
と
感
慨
深
げ
。
体

調
不
良
を
克
服
し
て
コ
ン
ペ
に

出
場
し
て
い
き
な
り
優
勝
す
る

と
い
う
「
離
れ
業
」、
も
ち
ろ

ん
実
力
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
が
、

健
常
な
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
せ
っ
せ

と
練
習
場
に
通
っ
て
も
う
ま
く

行
か
な
い
の
が
ゴ
ル
フ
。「
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
や
り
た
い
」

と
飯
田
さ
ん
。
参
加
者
の
多
く

が
ゴ
ル
フ
の
神
様
に
背
中
を
押

さ
れ
た
よ
う
な
気
分
に
浸
り
ま

し
た
。

　

次
回
は
コ
ー
ス
を
変
更
し
、

大
阪
府
池
田
市
畑
の
箕
面
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
５
月
15
日
（
金
）

に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
成
績
は
以
下
の
と

お
り(

敬
称
略)

▽
優
勝
＝
飯
田
興
紀
64
期
グ
ロ

ス
88
／
ネ
ッ
ト
72
・
８
▽
２
位

＝
中
原
篤
美
70
期
83
／
73
・
７

▽
３
位
＝
赤
瀬
公
洋
73
期
90
／

73
・
７
▽
４
位
＝
山
根
昇
54 

期

97
／
73
・
７
▽
５
位
＝
岩
佐
善

雄
77
期
１
０
１
／
74
・
２
▽
６

位
＝
上
山
秀
夫
72
期
96
／
75
・

０
▽
７
位
＝
平
田
聰
72
期
１
０

０
／
76
・
７
▽
８
位
＝
松
永
勝

64
期
１
１
１
／
77
・
２
▽
９
位

＝
明
山
圭
司
64
期
85
／
79
・
２

▽
10
位
＝
勝
田
直
72
期
99
／
79

・
２
▽
11
位
＝
豊
田
國
晴
65
期

１
０
６
／
79
・
２
▽
12
位
＝
岡

田
満
76
期
１
０
７
／
83
・
７
▽

13
位
＝
小
田
浩
昭
72
期
１
２
７

／
87
・
０
▽
14
位
＝
南
正
晴
72

期
１
２
８
／
88
・
０

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

幹
事
：
岩
佐
善
雄
（
77
期
）

電
話
：
０
６
（
６
３
１
９
）
３

５
８
０
、
メ
ー
ル
：y_iw

asa@
totetsuken.co.jp

当
日
の
参
加
者

①
開
催
日
時
：
２
０
１
９
年
８

月
10
日
（
土
）
18
時
か
ら
②
会

場
：
セ
ン
ト
コ
ア
山
口
（
山
口

市
湯
田
温
泉
３
ー
２
ー
７
／
電

話
０
８
３
（
９
２
２
）
０
８
１

１
）
③
会
費
：
７
千
５
０
０
円

（
出
席
者
数
で
変
動
し
ま
す
）

④
お
問
い
合
わ
せ
：
世
話
人
代

表
田
邑
昇
（
０
９
０
（
１
０
１

１
）
５
３
３
１
）
⑤
山
口
高
校

同
窓
会
名
簿
を
基
に
往
復
は
が

き
で
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

（
５
月
29
日
投
函
）
ご
出
席
を

ご
希
望
の
方
で
葉
書
が
未
着
の

山
髙
74
期

70
歳（
古
希
）同
期
会

 

お
知
ら
せ

か
た
は
原
川
ま
で
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
（harakaw

a
-8062@

ric.hi-ho.ne.jp

）。

　

今
、
76
期
厚
東
さ
ん
が
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、

七
泊
瀬
の
晴
風
（
宮
野
江
良
）

ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
参
考
に
さ
れ
、
帰

山
の
折
に
訪
ね
て
み
る
の
も
ま

た
一
興
か
と
思
い
ま
す
。

　

建
徳
元
年
（
１
３
７
０
年
）

明
の
使
節
趙
秩
ら
が
倭
寇
の
海

賊
行
為
の
禁
止
と
日
本
の
明
へ

の
朝
貢
貿
易
を
求
め
て
来
日
し

事
務
局

山
口
史
跡

山
口
十
境
詩
に
つ
い
て

ま
し
た
。
時
は
恰
も
南
北
朝
動

乱
期
の
時
代
、
大
内
氏
24
世
当

主
大
内
弘
世
の
庇
護
の
も
と
、

山
口
に
身
を
寄
せ
た
１
年
足
ら

ず
の
内
に
、
趙
秩
が
山
口
の
風

光
明
媚
な
十
景
を
詠
ん
だ
と
さ

れ
る
、
七
言
絶
句
の
碑
が
街
に

溶
け
込
み
佇
む
よ
う
に
建
っ
て

い
ま
す
。

　

山
口
十
境
詩
の
研
究
者
、
荒

巻
大
拙
氏
は
元
山
口
高
校
教
師

で
、
小
生
、
高
校
３
年
生
時
の

担
任
で
し
た
。
荒
巻
氏
に
よ
り

10
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
石
碑
の

解
説
が
石
碑
の
脇
の
銅
板
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
氷
上
に
暑
を
滌
く
（
大
内
氷

上
）、
二
南
明
秋
興
（
大
内
御

堀
）、
三
象
峰
の
積
雪
（
大
内

川
向
）、
四
鰐
石
に
雲
を
生
ず

（
鰐
石
）、
五
猿
林
の
暁
鐘
（
古

熊
）、
六
清
水
の
晩
鐘
（
宮
野

下
恋
路
）、七
泊
瀬
の
晴
風
（
宮

野
江
良
）、
八
虹
橋
、
水
に
跨

が
る
（
天
花
）、
九
梅
峰
の
飛

瀑
（
法
泉
寺
）、
十
温
泉
の
春

色
（
湯
田
）

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

近
畿
鴻
峰
会
Ｈ
Ｐ
で
は
毎
月

事
務
局
通
信
で
、
近
畿
鴻
峰
会

の
活
動
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
届
い
て
な
い
会
員
の
方
は
、

事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
連
絡
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方

と
つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
。
ア
ド

レ
ス
は
事
務
局
が
責
任
も
っ
て

管
理
し
、
通
信
な
ど
の
所
連
絡

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

題
記
の
「
歩

く
会
」
は
、
山

口
高
と
萩
高
の

生
徒
会
主
催
の

「
萩
往
還
を
歩

く
会
２
０
１
９
」

に
合
流
し
て
３

月
24
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
萩
往
還
を

歩
く
会
２
０
１

９
」
は
山
高
、

萩
高
の
交
流
を

目
的
に
、
生
徒
１
９
０
名
余
の

他
、
両
高
校
長
や
教
員
、
生
徒

会
ス
タ
ッ
フ
な
ど
40
名
が
参
加

さ
れ
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

心
配
さ
れ
た
天
候
も
前
日
は

ア
ラ
レ
が
降
る
荒
れ
模
様
で
し

た
が
、
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
り
ま

し
た
。
両
校
や
山
高
Ｏ
Ｂ
の
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
途
中

の
案
内
や
運
営
が
有
難
く
、
佐

々
並
で
提
供
い
た
だ
い
た
昼
食

の
豚
汁
の
味
は
格
別
で
し
た
。

　

近
畿
鴻
峰
会
か
ら
の
参
加
は

７
回
目
で
、
当
地
の
山
高
Ｏ
Ｂ

と
と
も
に
、
前
夜
祭
、
当
日
の

健
闘
会
、
翌
25
日
の
山
口
ー
防

府
間
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
て
有
意

義
で
し
た
。
健
康
の
有
難
み
を

感
じ
な
が
ら
、
体
力
に
あ
わ
せ

た
歩
き
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

た
一
日
で
し
た
。
近
畿
鴻
峰
会

で
は
、
63
期
中
村
利
治
氏
が
80

歳
を
迎
え
ら
れ
た
本
年
も
、
萩

唐
樋
札
場
跡
か
ら
山
口
県
庁
ま

で
を
完
歩
さ
れ
、
67
期
田
辺
勇

次
氏
は
全
７
回
に
参
加
、
完
歩

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

翌
25
日
は
Ｏ
Ｂ
の
有
志
６
名

と
76
期
厚
東
一
生
氏
の
娘
さ
ん

の
参
加
で
、
山
口
重
ね
岩
を
出

発
し
、
72
期
藤
本
春
紀
氏
や
山

田
毅
氏
の
案
内
で
ゴ
ー
ル
で
あ

る
三
田
尻
尾
船
倉
跡
ま
で
を
歩

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ゴ
ー
ル

で
は
万
歳
し
て
、
疲
労
と
足
の

マ
メ
に
苦
し
み
な
が
ら
も
萩
往

還
を
完
歩
で
き
た
こ
と
を
喜
び

ま
し
た
。

　

今
年
の
「
歩
く
会
」
で
は
76

期
厚
東
一
生
氏
に
お
世
話
を
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
：
山
川
清
（
73
期
）

電
話
：
０
９
０
（
７
０
９
７
）

９
２
９
０
、
メ
ー
ル
：k.yam

a
kaw

a@
jcom

.zaq.ne.jp

自
然
に
親
し
む
会
（
近
畿
鴻
峰

会
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
10
月
：
10
月
例

会
熊
野
古
道
を
歩
く
会
５
、
11

月
：
酒
蔵
巡
り
ど
ぶ
ろ
く
「
鬼

ば
ば
ぁ
ー
」、
３
月
：
萩
往
還

を
歩
く
会

２
０
１
９
年

山
高
生
と
萩
往
還
を
歩
く
会

田
坂  

昭
弘
（
80
期
）

唐樋札場跡

ゴール

 

編
集
後
記

　

総
会
・
懇
親
会
に
は
沢
山
の

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
尚
、
今
期
の
維
持
会

費
３
千
円
の
振
込
用
紙
を
封
入

い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
維
持

会
員
の
確
保
拡
大
に
向
け
て
会

報
を
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
記
事
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

子
か
ら
、
洗
剤
、
爪
切
り
、
ハ

サ
ミ
…
総
じ
て
単
価
が
安
い
も

の
が
多
い
。

　

疑
問
を
抱
え
た
ま
ま
比
田
勝

か
ら
釜
山
に
向
か
う
ジ
ェ
ッ
ト

ホ
イ
ー
ル
に
乗
り
釜
山
港
に
つ

い
て
合
点
が
い
っ
た
。
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
に
20
分
、航
路
１
時
間
、

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
20
分
、
わ
ず

か
１
時
間
40
分
程
度
で
真
新
し

い
釜
山
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

直
下
の
大
駐
車
場
に
行
け
る
。

船
は
飛
行
機
と
違
っ
て
荷
物
の

制
限
が
緩
い
、
だ
か
ら
単
価
が

安
い
も
の
を
大
量
に
買
っ
て
来

れ
る
。
交
通
費
も
安
い
。
日
帰

り
も
で
き
、
毎
週
で
も
行
け
る
。

週
末
に
コ
ス
ト
コ
に
買
い
物
に

行
く
の
と
大
差
な
い
。
で
も
彼

ら
に
と
っ
て
は
「
外
国
」。
釜

山
か
ら
巨
済
島
に
行
く
の
と
何

が
違
う
の
と
思
っ
た
が
全
然
意

味
が
違
っ
た
。
言
っ
て
は
何
だ

が
比
田
勝
の
優
位
点
は
単
に
近

い
だ
け
。
し
か
し
そ
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
お
け
る
優
位
は
東
京

や
京
都
に
も
な
い
強
み
だ
っ
た
。

　

一
方
で
紛
れ
も
な
い
過
疎
地

帯
に
降
っ
て
湧
い
た
特
需
を
受

け
止
め
よ
う
に
も
若
い
働
き
手

（
と
２
カ
国
語
人
材
）
が
い
な

い
た
め
韓
国
人
経
営
の
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
、飲
食
店
、免
税
店
（
の

従
業
員
）
に
商
機
と
雇
用
を
持

っ
て
か
れ
て
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
る
忘

れ
ら
れ
な
い
光
景
だ
。
そ
し
て

対
馬
の
魚
で
飲
め
な
か
っ
た
恨

み
も
忘
れ
な
い
。

韓国ギャル
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会


